











































































































































































































































                                                             
5 鄧文華、「様板戯研究 40 年」、『社会科学戦線』、第 6期、2006 年。馬淑貞、「40 多年來“様板戯”的
研究述評」、『清華大学学報』、第 2期、2009 年。李松、「近十年來革命“様板戯”研究述評」、『中央戯
劇学院学報』、第 1期、2007 年。 
6 馮英子、「是鄧非劉話“様板”」、『団結報』、1986 年 4 月 26 日。 
7 巴金、「様板戯」、『随想録』、人民文学出版社、1997 年。王元化、「論“様板戯”及其他」、『文匯
報』、1988 年 4 月 29 日。 




































                                                             
9 高波、「平心而論様板戯」、『粤海風』、2004 年、第 1期。孫書磊、「芸術和芸術的歴史―試論様板戯批
評史中的本体失位」、『大舞台』、2002 年、第 1期。傅謹、「様板戯現象平議」、『大舞台』、2002 年、第 3
期。張磊、「初瀾未平―様板戯再批評」、『中国戯曲学院学報』、2005 年、第 8期。 





1965 年 6月、中国劇作家協会は『紅灯記』に関する 200 編の評論文章の中から、41
編の文章を選んで、『京劇「紅灯記」評論集』を編成した。一つの演劇のために評論集
を出版したのは、まず先鞭をつけるためだった。10 月、中国劇作家協会は今度は『京
























現象に対して改めて整理して、模範劇の価値を見積もろうとしている。1977 年 2 月
13 日の『人民日報』が文化部の批判組の『還歴史以本来面目』（『歴史の本来の姿を返
                                                             
的成就和意義」、『紅旗』、1974 年、第 1期。初瀾、「京劇革命十年」、『紅旗』、1974 年、第 7期。 
11 中国戯劇家協会編、『革命様板戯論文集』、中国人民文学出版社、1976 年 3 月。中国戯劇家協会編、
『京劇「紅灯記」評論集』、中国戯劇出版社、1965 年。中国戯劇家協会編、『京劇「沙家浜」評論集』、
中国戯劇出版社、1965 年。 
12 「“四人幇”是嶊残革命文芸的劊子手」、『人民日報』、1976 年 11 月 10 日。 
13 「江青是欺世盗名的政治扒手」、『人民日報』、1976 年 11 月 22 日。 

































特徴が明らかに現れ、「感情批評」から「学術批評」に移り変わった。1991 年 1 月 19
日『文芸報』の報道によると、1990 年「記念徽班進京二百周年（安徽人の劇団北京進
                                                             
15 劉起林、「“様板戯現象”：政治文化訴求蠶食審美的病態生命体」、『理論与創作』、2004 年、第 6期。 
16 巴金、「様板戯」、『随想録』、人民文学出版社、1997 年。 
17 林黙涵訪談録、「周総理的関懐、芸術家的創造」、『中国文化報』、1988 年。 
18 王元化、「論“様板戯”及其他」、『文匯報』、1988 年。 


































                                                             
20 筆者は収集した資料は以下の通りである。黎舟、「飄風驟雨不終日」、『戯劇芸術』、1994 年、第 2
期。楊健、「革命様板戯的歴史発展」、『戯劇』、1996 年、第 4期。王元化、何満子等の漫談、「従美学上
対様板戯説“不”」、『上海戯劇』、1997 年、第 3期。儀平策、「様板戯的審美効応与伝統戯曲改革」、『理
論学刊』、1998 年、第 1期。 
21 許晨、『人生大舞台：“様板戯”内部新聞』、黄河出版社、1990 年。 
22 顧保孜、『様板戯出台内幕』、中華工商連合出版社、1994 年。 
23 戴嘉枋、『様板戯的風風雨雨：江青・様板戯及内幕』、知識出版社、1995 年。 






















って行った。2001 年 1月 20 日、交響楽『沙家浜』が北京中山音楽ホールで演じられ
た。31指揮は湯沐海である。このような模範劇の再編再演の下に隠れていたのは、模
範劇が持っていた巨大な商業市場である。 







                                                             
25 譚解文、「様板戯：横看成嶺側成峰」、『文芸報』、2001 年、第 3期。譚解文、「様板戯過敏症与政治
偏執狂」、『文学自由談』、2001 年、第 5期。 
26 陳沖、「沈渣泛起的“芸術主体”」、『文芸自由談』、2001 年、第 3期。 
27 叶櫓、「権力与道徳」、『文学自由談』、2001 年、第 11 期。 
28 董健、丁帆、王彬彬、「“様板戯”能体表“公序良知”和“民族精神”嗎？」、『文芸争鳴』、2003
年、第 4期。 
29 賀衛方、『法邊餘墨』、法律出版社、2003 年。 
30 『南京日報』、2001 年 12 月 17 日。 


















2011 年 6月 5 日中国共産党の創立 90 周年を迎えるために梅蘭芳大劇場では『沙家
浜』を上演した。2013 年 6 月 29 日中国共産党の建党 92周年の祝賀の贈り物として、





る修士、博士学位論文が現れたことである。筆者が収集した 2000 年から 2012 年ま











复旦大学 2002 年 




                                                             
33 斯麦特、「様板戯再演掲歴史隠痛」、『亜洲周刊』、2002 年 8 月 11 日。 
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7、王明良 《毛泽东的人格理想与样板戏的表达》 山东大学 2007 年 
8、杨建玲 《试论“样板戏”对舞台剧走上银幕的启示》 山西大学 2007 年 
9、周夏奏 《被模造的身体》 浙江大学 2007 年 
















16、宋姗姗 《传统戏曲文化对样板戏人物塑造的影响》 安徽大学 2011 年 




19、陈倩 《样板戏的改编与流度》 山东大学 2012 年 






































                                                             
34 詳しくは模範劇『沙家浜』の章で紹介する。 






























































「沙家浜」の改訂について』36である。中沢の文は 1967 年 9月に人民文学出版社刊行
の初版と 1970 年 5 月に同社刊行の修訂本と比較して、具体的にどういう部分がどの
ように修正されたかを検出した。1979 年の修訂本に見られる郭建光の序列の上昇、郭
建光の英雄像の強調、武装闘争の強調、反面人物のうたの減少、毛沢東第一主義の強
化などが指摘された。また、谷美喜子の『「沙家浜」の改編』37では、1964 年 6 月に出
版された現代京劇『蘆蕩火種』から 1970 年版の『沙家浜』までの三つの脚本の改編
状況を考察して、1967 年版と 1970 年版の大きな違いとして「民衆の死」の場面の多




とがない発見である。また大野陽介は 1964 年版と 1970 年版の劇の構成とストーリー
                                                             
36 中沢信三、「革命現代京劇『沙家浜』の改訂について」、『漢学研究』、第 10 号、日本大学中国文学
会、1973 年、1－18 ページ。 
37 谷美喜子、「『沙家浜』の改編」、『火輪』、第 16 号、北海道大学文学部中国文化論講座研究室内『火
輪』発行の会、2004 年、21－40 ページ。 
38 大野陽介、「模範劇『沙家浜』の成立とその劇作術」、『語学教育部ジャーナル』、第 5号、近畿大学






































                                                             
40 谷美喜子、『現代によみがえる革命模範劇』、『火輪』、第 17 号、北海道大学文学部中国文化論講座











































































抗日戦争（1937 年 7 月―1945 年 8 月）新四軍第 6 団41団長だった葉飛は『鉄流東













抗」の名義で東進させた。1939 年 5 月の初めに 6団が東進した後に、日本傀儡軍に打
撃を与えると同時に地方抗日武装部隊を接収改編した。 
1939 年 9月には、わずか四か月の東進作戦で、「江抗」はすでに東進初期の 1000 余









                                                             
41 中国の軍隊の編成は以下のようになっている。師＝師団、旅＝旅団、団＝連隊、營＝大隊、連＝中
隊、排＝小隊、班＝分隊。本論文では中国語原文のままとする。 





















隊を新たに作りあげた。1939 年 11 月末、上海の党組織は同志を派遣して毛主席が書
いた小冊子『抗日遊撃戦争的戦略問題』を持ってきた。そして負傷兵を主体として




1940 年 4月には、部隊はすでに 400 人以上に発展した。この時、新四軍 3支隊の
副司令員譚震林は新四軍軍部から派遣されて、劉飛等を率いて常熟で蘇（江蘇省）
南東路地区の抗日戦争を指導し、蘇常太と澄錫虞44の二つの抗日根拠地を徐々に作り
上げた。部隊はまた急激に発展し、1940 年 11 月に部隊は 3000 余人に拡大した。
1941 年 2月、部隊は新四軍 6師 18 旅と改編された。 
 
第二節、『你是遊撃兵団』 
  最も早く 36 人の負傷兵の事績を描写したのは歌曲『你是遊撃兵団』（君はゲリラ兵
                                                             
43 蘆蕩とは蘆の茂み、蘆の湖沼のことである。本論では便宜上、蘆蕩をそのまま使う。 








青46が作詞して、黄葦47が作曲した。1943 年 10 月、当時新四軍 6師 18 旅 52 団の宣伝
係長を担当した過鑒青は華中魯迅芸術学院音楽学科に来た黄葦と52団の団史を話し、
52 団が当時の 36 人の負傷兵から発展して強大になった経過を話した。二人は一緒に
一つの歌曲を書こうと決定した。間もなく、過鑒青が作詞し、黄葦が作曲した『你是
遊撃兵団』が誕生した。1943 年に初めて歌うと、すぐ新四軍 6師 18 旅に広く伝わっ
た。今日まで、この部隊は何回も組織編成を変えたが、この歌は今なお依然として 175
団（即ち「沙家浜」団）の団歌である。1991 年 2 月に黄葦は回想記の中で、『你是遊
撃兵団』は実際には 17団の団史であり、この団は陽澄湖畔で傷を療養した 36 人の負
傷兵から発展して強大になってきたと書いた。歌詞ができた後に、52 団の政治処主任
















                                                             
45 「従一首歌到一台戯」（一曲の歌から歌劇へ）、『常熟文史：紅色経典沙家浜』、第 34 輯、2005 年、81
－82 ページ、参照。 
46 過鑒青（1915―1978）、江蘇無錫県人。1938 年に仕事に参加、1940 年に中国共産党に加入、1943 年
10 月、新四軍 6師 18 旅 52 団宣伝係長を担当した。1977 年～1978 年に江蘇師範学院の党の核心小組の
組長、革命委員会の主任となった。 
47 黄葦、華東野戦軍の有名な作曲家である。2005 年に抗日戦争の勝利 60 周年を記念するため、上海
音楽出版社は『戦火中的歌声』のタイトルで、黄葦が新四軍 6師 18 旅 52 団の時に創作した 100 余りの
歌曲を特集で発行した。 
48 中国人民解放軍部隊軍歌匯集、中国軍史西陸网（ＨＰ）http://club.xilu.com/zgjsyj/replyview-
819697-5309.html、アクセス日 2012 年 11 月 28 日、参照。 
49 中国人民解放軍部隊軍歌匯集、中国軍史西陸网（ＨＰ）http://club.xilu.com/zgjsyj/replyview-





三、歩兵第 175 団の組織沿革の紹介 
この節では歩兵第 175 団の組織沿革を年表形式で簡単に紹介する。 
（1）、1939 年 11 月、36人の負傷兵（その中の半数が新四軍の元の 6団の将兵である）
を骨幹として、「江南抗日義勇軍東路司令部」（即ち新江抗）を創立して、そして
特務連を創立した。 
（2）、1940 年 4月、特務連は編制を拡大して新江抗第 2支隊になった。 
（3）、1940 年 11 月、新江抗第 2支隊は編制を拡大して「江南抗日救国軍指揮部」第
2縦隊になった。 
（4）、1941 年 2月、第 2縦隊は新四軍第 6師 18 旅 52 団と改編された。 
（5）、1942 年 11 月に再編して、52 団団部と 1 營（軍隊の編成単位、大隊に当たる）
は変わらず、54団 1 營を 52 団第 2營に変えて、元の 51団 2 營と 54 団の一つの
連が合流して第 3 營にした。52 団は蘇中根拠地の四つの主力の団のひとつであ
った。 
（6）、1945 年 7月、52団は蘇中軍区教導第 1旅第 1団に変えた。 
（7）、1945 年 11 月、新四軍第 1縦隊 2旅 4団と改名された。 
（8）、1946 年 7月、山東野戦軍第 1縦隊 2旅 4団となった。 
（9）、1946 年 10 月、1營と 3營は合流して第 1營になり、 
軍部の特務団から一つの營を移動してきて 4団第 3營となった。 
（10）、1947 年 1 月、4団は華東野戦軍第 1縦隊 2旅 4団と改名された。 
（11）、1949 年 1 月、第 3野戦軍第 9兵団 20 軍 59 師 175 団と改編された。 









した後に推薦されて新四軍 1師の蘇中公学で勉強した。1944 年から新四軍第 1縦隊
で団報師報の編集を担当して、新華社の華東第 1支社の記者、軍報の編集長、師の
宣伝科長、団の副政治委員などの職務を歴任した。建国初期、上海文化工作出版社
                                                             
50 中国人民解放軍部隊軍歌匯集、中国軍史西陸网（ＨＰ）http://club.xilu.com/zgjsyj/replyview-

































 二、『血染着的姓名――36 個傷病員闘争紀実』 
 以下、本節では崔左夫の回想52に基づいて、『血染着的姓名』の成立過程を見てい
きたいと思う。 
崔左夫の追憶によれば、1948 年 11 月 13 日、彼は戦地記者の一員として、淮海戦
役の取材に参加した。華東野戦軍 1縦隊の司令官の劉飛に出会うと、劉飛は「この
                                                             
52 崔左夫、「血染着的姓名―憶郭建光、阿慶嫂等英雄形象的由来」、『大江南北』創刊号、1985 年 8 月
15 日、86－90 ページ。 
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54 施光華（1909―）、もとの第 3野戦軍第 10 兵団第 29 軍 85 師 254 団の政治委員を担当して。解放後
に南京政治学院の顧問を担当した。 








する隠語であった。1939 年 11 月 6 日、この 36人の負傷兵が中核となりとし、江南
抗日義勇軍東路司令部と特務連を創立した。桐城戦闘、楊樹園戦闘など数回の戦役
の勝利を得て、大量の日本軍の武装部隊を消滅させた。皖南事件の後、「江抗」東





























58 陳培元、『沙家浜戯里戯外』、古呉軒出版社、2006 年。 
25 
 
療養する期間に何度も軍功を立て、後に新四軍 18 旅 52 団 1 營の副營長を担当し
た。1944 年 1 月 5 日、營の戦士を率いて大官庄を攻撃した時に犠牲となった。わず
か 30 歳だった。 
張世万、閩南老紅軍、新四軍の元の 6団の排長だった。1942 年 2月に新四軍 6師









れた。皖南事件の後に、新四軍 6師 18 旅 54 団の参謀長、55 団の参謀長、団長を歴
任した。1941 年 7 月 23 日に「清郷」59反撃作戦の中で不幸にも被弾し犠牲となっ
た。 
狄凡、別名狄公、1920 年に江蘇省溧陽に生まれた。1938 年 8 月新四軍に参加、6
団の東進に従って、蘇、常、太、澄、錫、虞地区を転戦した。1941 年秋命令を受け
























代の院長を担当した。2012 年 1 月 22 日に病没した、享年 103 歳。 
黄烽、福建省福安県の人、1916 年生まれ。元の名は黄宝澄。上海滬江大学卒業
後、1938 年に新四軍に参加、「江抗」東路司令部政治処副主任などの職を歴任し
た。戦闘中負傷し、陽澄湖の後方病院で療養した。その後新四軍 6師 18 旅 52 団
政治処主任、7中軍区団政治処主任、団副政委、新四軍 1師 2旅 5団政委を歴任。
解放戦争時期に、華中野戦軍 7縦隊 59 団政委、華東野戦軍 10 縦隊 32旅政治部主
任、29 軍 86 師副政委などの職を歴任。建国後、空（空軍）11 師政委、志願軍空
軍突撃指揮所 11師政委、福州軍区空軍政治部主任などの職を歴任。1964 年に少将
に昇進した。2級独立自由勲章、2級解放勲章を得た。2001 年 9月 1 日、福州で病
没。 
呉立夏、1911 年福建省霞浦県に生まれた。1933 年に紅軍に参加して、新四軍 6
団 1營 2連の連長を担当し、葉飛団長に従って東進の任務を実行した。夜襲滸墅
関戦役（滸墅関駅夜襲戦役）、火焼虹橋機場戦役（虹橋飛行場焼き打ち戦役）な






1995 年 11 月、病没。 
費介成、常熟滸浦人。1939 年に新四軍の東進の時に革命部隊に参加して、部隊
が西に撤退した時に負傷した。その後、2級独立勲章、3級解放勲章を獲得した。










会の書記などの職を担当した。1998 年 8月 16 日、上海で病没。 
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銭卓雲、1925 年 2 月、上海川沙に生まれた。1939 年に「江抗」に参加して、前
後して排、連、營の機要60員を担当した。1945 年から蘇中軍区 5分区司令部の機密
の部長、華中軍区 1分区司令部機要科の副課長、華東野戦軍 4縦隊 10 師司令部の
機要課長、21 軍司令部機要科の副課長を歴任した。解放後、重慶民生修造船廠の
党委員会の副書記などの職を担当した。「反右派」の運動の中で「右派」とされ
た。1980 年から 1985 年まで、南通港務局党委員会の副書記を担当した。2001
年、病没。 
何剛、1926 年 6月上海生まれ。1934 年 4 月に新四軍に参加して、新四軍 6団の
班長、「江抗」東路司令部の服務団員、新四軍 6師 18 旅教導隊の副排長、18 旅
52 団の文化教員、偵察参謀、華東特種縦隊戦車第 5団の作戦参謀、副参謀長、中
国人民解放軍戦車 26 師の作戦課長、華東海軍司令部岸防部の作戦課長、海軍学院
院務部管理処の処長などの職を歴任した。1980 年に離れ休養して、2007 年 7 月 22
日に亡くなった。 
葉耀卿、1910 年 1 月、江蘇省宿遷県に生まれ、1939 年年頭に新四軍に参加、部
隊の東進に従って負傷した。班長、排長、参謀長を歴任した。莱蕪戦役、孟良崮
戦役、淮海戦役と上海解放の戦役に参加した。建国後、駐徐州鉄路軍の輸送の代





  36 人の負傷兵の中で、今も健在なのは一人だけ、呉志勤である。 






月、24 軍 70 師の後勤部政治委員から無錫地方に転業して、無錫政協の副主席を担
当した。 

























た。第二次国共内戦の時期には、中国工農紅軍第四軍 10師 29 団の班長、排長、連長、
營の政治委員、第 11 師 32 団の政治処主任、師供給部の政治委員、第 30 団の政治処










に南京軍区の顧問を担当した。1984 年 10 月 24 日、病没、享年 80 歳。 
                                                             




である。第三種は羅広斌などのような革命作家である。1957 年 5 月の出版から 1962 年の廃刊まで、
『赤旗飄飄』は前後あわせて 16 集を出版、総発行部数は 230 万冊以上に達した。 
62 王有海、「劉飛将軍与沙家浜」、『福建党史月刊』、2003 年、第 7期、参照。 
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63 気高く、偉大で、全能的なプロレタリア階級の英雄像。牧陽一、松浦恒雄、川田進、『中国のプロ
































                                                             
64 汪培、陳剣雲、蘭流編集、『上海滬劇志』、上海文化出版社、1999 年。 
65 中国戯曲志編輯委員会、『中国戯曲志・上海卷』、中国 ISBN 出版社、1996 年。 









































                                                             
71 台詞劇に当たる。 
72 汪培、陳剣雲、蘭流編集、『上海滬劇志』、上海文化出版社、1999 年、1－３ページ。高義龍、李暁
編集、『中国戯曲現代史』、上海文化出版社、1999 年、138－139 ページ。 
73 中国戯曲志編輯委員会、『中国戯曲志・上海卷』、中国 ISBN 出版社、1996 年、518－519 ページ。汪
培、陳剣雲、蘭流編集、『上海滬劇志』、上海文化出版社、1999 年、46 ページ。 
32 
 
公演団体である。1953 年 2 月に成立した。上芸劇団と中芸劇団を合併して構成し、全
人民所有制である。初代団長は流沢、副団長は解洪元、芸術委員会の主任は邵浜孫、
副主任は丁是娥、石篠英である。1953 年 8 月から年末まで、第 3期の訪朝慰問団を準
備して参加し、華東総分団第三文工団に編入され、汪培は団長を担当し、解洪元、邱
勝奎は副団長を担当し、『羅漢銭』などの演劇を公演した。1954 年 7 月から 1966 年 6
月まで、新任の副団長の陳蘭栄が仕事を主管した。1956 年から湯重厳、郭清康、陳剣























行った。1973 年 1 月、愛華滬劇団と合併して、上海滬劇団が成立した。革命委員会の





















る昇華は実現できた。2005 年 10 月 28 日の『解放軍報』の報道によると、その時、脚
本家の文牧が 36 人の負傷兵を 18 人の負傷兵の舞台人物像に変えたのは、「新四軍十
八旅」の部隊番号に心理的な暗示を受けたためである。しかし、上海滬劇院の芸術室
















                                                             
74 褚伯承、「滬劇現代戯的強大生命力―滬劇『蘆蕩火種』創作経験探索」、『郷音魅力―滬劇研究和欣
賞』、上海社会科学出版社、2004 年。 



























1959 年 10 月に、文牧は最初の原稿『碧水紅旗』を完成させ、後に『蘆蕩火種』と
改名した。脚本は陳栄蘭が若干の修正を行い、1960 年 1 月にリハーサルを開始し、1
月 27 日に共舞台79で初公演を行った。監督は楊文龍である。1960 年の初公演の陣容
は、丁是娥が阿慶嫂を演じ、解洪元が郭建光を演じ、石筱英が沙婆さんを演じ、李廷
康が陳天民を演じ、夏福麟が胡伝魁を演じ、貢中浩が刁徳一を演じるというものであ
った。1960 年 3月 7 日に初公演が終わった。80 
1963 年初春、『蘆蕩火種』の製作グループの主要メンバーは脚本に対して一度大規
模な修正を行った。滬劇『碧水紅旗』劇本と滬劇『蘆蕩火種』劇本81を比較すれば、阿
                                                             
76 陳栄蘭、その時に上海市人民滬劇団の党支部書記兼副団長を担当して、もとの 20 軍文工団の団員だ
った。 
77 陳剣雲はその後汪培、蘭流と一緒に『上海滬劇志』を編集した。 
78 この部隊は陽澄湖畔の「江抗」の 36 人の負傷兵から発展して強大になった部隊である。 
79 共舞台は、1927 年に建築され、上海大世界の隣に位置している。前世紀 30 年代にそれは 2027 席の
観衆席があって、有名な上海四大京劇舞台の一つであった。 
80 中国戯曲志編輯委員会、『中国戯曲志・上海卷』、中国 ISBN 出版社、1996 年、199 ページ、参照。 











1960 年の初公演から 1963 年まで、滬劇『蘆蕩火種』は 3回の大規模な修正がなさ
れた。1964 年初に上京して公演する前まで、大小の修正稿が合計で 12 ある。その後、
1964 年 3 月 5 日に上海で改めて上演し、370 幕を連続し上演し、観衆は延べ 56 万人
に達した。82同一の劇目が同一の劇団によって七か月連続して上演され、長い間にわ
たっても衰えることがないのは、解放後十五年来の上海の戯曲界で初めてのことであ




1963 年 12 月 22 日、上海市人民滬劇団は北京市委員会の招待に応じて、上京し『蘆
蕩火種』を公演した。12 月 31 日、「青芸」劇場で公演を始めた。この期間、『蘆蕩火
種』は北京駐在軍に慰問公演をし、肖華、彭少輝、劉志堅等部隊の指導者が出席して
鑑賞し、そして舞台に上がって役者を慰問した。83 






首都での公演を終え名誉と共に上海へ戻った後、1964 年 3月 5 日から 1964 年 12 月
まで、『蘆蕩火種』を美琪大劇場で 9 ヶ月続けて公演し、上演回数は計 300 あまり、
観衆は延べ 56万 3 千人に達し、前後して 3600 余りの機関部門が劇場から団体の切符
を購入、あるいは座席を全部予約した。たくさんの観衆が次から次へと手紙を送り、
観覧希望を出した。1960 年春の初公演から計算すれば、『蘆蕩火種』は共に 580 余り
の上演回数をこなして、観衆は延べ 82 万人に達した。85 
『蘆蕩火種』を上演すると、観衆と世論の好評を得た。劇団が何回も開催した座談
                                                             
82 蒋星煜、『文壇芸林備忘録』、上海遠東出版社、2006 年、305 ページ。 
83 汪培、陳剣雲、蘭流編集、『上海滬劇志』、上海文化出版社、1999 年、31 ページ。 
84 「劉主席観看滬劇『蘆蕩火種』」、『人民日報』、1964 年 1 月 24 日。 









1963 年 12 月 31 日の『光明日報』は、『蘆蕩火種』が頭の回転が速く勇敢な地下連
絡員の人物像を描いたことを称賛した。1964 年 1 月 3 日にはまた馮少白の文章『把
革命的火種点燃起來』（革命の火種を点火し始める）を掲載した。1963 年 12 月 31 日
の『北京晩報』は「写工農兵、演工農兵」（労農兵を書く、労農兵を演じる）と題し、





















                                                             
86 『新民晩報』、1960 年 2 月 18 日、参照。 





90 『人民日報』、1964 年 1 月 5日、参照。 




































                                                             
92 周良材、「悼念文牧」、『上海文化史志通迅』、第 38 期、1995 年、39－41 ページ。褚伯承、『優秀的







































                                                             











































































                                                             





































                                                             







































                                                             














































































て積極的に再公演に参加し、ベテランの役者は若手を率いて、1964 年 1月の 23 日劉
少奇が観覧した当時の様子に基づいて上演するように、滬劇『蘆蕩火種』の芸術の特
                                                             


































                                                             
104 中国滬劇網、http://www.chinahuju.com/、アクセス日 2012 年 6 月 26 日。 
105 現在の名は共舞台である。 
106 『解放日報』、1980 年 3 月 22 日―4月 9日、参照。 
107 “平反”とは誤った判決や政治的決定を破棄することである。 
108 汪培、陳剣雲、蘭流編集、『上海滬劇志』、上海文化出版社、1999 年、32－34 ページ。 
109 人民大舞台は上海最初の京劇の上演場所である。1906 年に建てられ、大舞台とも呼ばれる。 
110 中国滬劇網、http://www.chinahuju.com/、アクセス日 2012 年 6 月 26 日。 


































1955 年 12 月に成立した北京京劇団は馬連良が指導した馬劇団と譚富英、裘盛戎主
演の北京京劇二団で構成され、それらが合弁して設立した。建国初期は、老生114、花
臉115の劇を中心とし、旦角116劇は若手の役者である李世済、羅恵蘭が重要な役割を演









                                                             







































                                                             
118 馬龍、『我的祖父馬連良』、団結出版社、2007 年。 
119 汪曾祺の全ての著作は伝統的な演劇、小説と散文の三部分に分かれる。全部で約 250 万字あり、そ
の中で伝統的な演劇はただ十分の一を占めるのみで、小説、散文は 10 分の 9を占める。本節の中では
ただ汪曾祺の演劇方面の業績のみを紹介する。 






































                                                             
































  趙燕侠は 1928 年、河北に生まれ、京劇の代々伝わる名門の出身である。京劇の巨
匠である荀慧生の指導の下で研鑽を積んだ。「荀派」の女形の役者の芸術の基礎を受
け継ぎ、自身の特徴を結び付け、「趙派」を設立した。彼女は 16歳の時、京劇『十三
                                                             








































                                                             
124 劉建国、「趙燕侠的坎坷芸術人生」、『中国戯劇』、2010 年、第 11 期。 












































































                                                             
128 1966 年 2 月、北方昆劇院は取り消され、一部の若手の役者は「模範団」としての北京京劇団を充
実させ、そこには役者（洪雪飛が上演した舞台版『沙家浜』のプログラムの中に北方昆劇院の 8人の役
者がいる）以外に、また楽団、舞台と行政の管理人員を含む。北方昆劇院の HP を参照。



































                                                             


































する任務を受けた時期は 1963 年秋であると考える。137 
                                                             
130 汪培、陳剣雲、蘭流編集、『上海滬劇志』、上海文化出版社、1999 年、30 ページ、参照。 
131 汪曾祺、「関于『沙家浜』」、『八小時以外』、1992 年、第 6期。 
132 許晨、『人生大舞台：“様板戯”内部新聞』、黄河出版社、1990 年、31 ページ。 
133 鳳凰衛視『鳳凰大視野・風雨様板戯』番組製作グループ、『風雨人生様板戯』、中国友誼出版公司、
2006 年、69 ページ。 
134 吉林省通遼師範学院中文系編、『江青文選』、1969 年 10 月、194 ページ。 








































                                                             
138 琴師は戯曲における弦楽器の伴奏者である。 
139 戴嘉枋、『様板戯的風風雨雨：江青・様板戯及内幕』、知識出版社、1995 年、53 ページ、参照 
140 戴嘉枋、『様板戯的風風雨雨：江青・様板戯及内幕』、知識出版社、1995 年、53 ページ、参照。 
















供する以外にも、1963 年 12 月 12 日に、特別に上海市人民滬劇団の『蘆蕩火種』の製





















                                                             
143 戴嘉枋、『様板戯的風風雨雨：江青・様板戯及内幕』、知識出版社、1995 年、53 ページ、参照。 
144 陳徒手、「『蘆蕩火種』的幕後風雲」、『炎黄春秋』、2010 年、第 11 期、参照。 





国防委員会の副主席の張治中が、京劇『蘆蕩火種』を観覧した。146 7 月 23 日、毛沢
東と国家のその他の指導者の彭真、譚震林、康生が京劇『蘆蕩火種』を観覧した。上
演が終わった後、毛沢東などは舞台に上がって役者達と親切で握手し、そして一緒に
記念写真を撮った。147   
5 月 10 日『人民日報』の報道によると、北京京劇団が新たに創作した現代劇『蘆蕩










ある。4 月 5 日にはテレビ局が中継し、7 日には中央ラジオ放送局も全劇の録音を放
送した。北京のいくつかの新聞も専用のコラムを掲載し、比較的長い文章を組み合わ
せてムードを高め、週に二、三回それを掲載した。 










                                                             
146 「党和国家領導人看京劇『蘆蕩火種』」、『人民日報』、1964 年 4 月 28 日、参照。 
147 「毛沢東主席同其他領導人観看京劇『蘆蕩火種』」、『人民日報』、1964 年 7 月 24 日、参照。 
148 「京劇『蘆蕩火種』受到観衆好評」、『人民日報』、1964 年 5 月 10 日、参照。 
149 原文「如果现在就把《芦荡火种》的许多做法（虽然它是成功的）当成一个框子，那就会限制了发
展」 






































                                                             




































                                                             
152 叶介甫、「李琪と江青的殊闘争」、『文史精華』、2011 年、第 2期、参照。 
153 戴嘉枋、『様板戯的風風雨雨：江青・様板戯及内幕』、知識出版社、1995 年、56 ページ、参照。 
154 鳳凰衛視『鳳凰大視野・風雨様板戯』番組製作グループ、『風雨人生様板戯』、中国友誼出版公司、






史料によると、1964 年 5 月 27 日の『中共北京市委関于毛主席対文芸問題批示情況
的第二次報告』（『毛主席の文芸問題に対する指示情況に関する中国共産党北京市委員
会の第二回報告』）の中で京劇『蘆蕩火種』を改作し、公演が成功できた経験を割合大





























                                                             


































                                                             
ジ、引用。 






































                                                             
















委」を壊滅させたのか、その理由の一部を明らかにできたと思う。1966 年 5 月 1 日、







































1964 年 8月 1 日の『人民日報』の「京劇現代劇競演大会は北京で閉幕」と題した報
道によると、「新華社 31日、我が国の戯曲改革の歴史上重要な意義を持っている 1964
年の京劇現代劇競演大会は今日の午後首都で勝利のうちに閉幕した。…今回の競演大




事柄が「文化部に直属する機関と 18 の省、市、自治区の 29 の劇団、2000 人以上及び





















                                                             
163 「毛沢東思想的光輝勝利 社會主義新京劇宣告誕生——記一九六四年京劇現代戲觀摩演出大會」、『戲




作品 機関 劇団 演目 
『中国共産党執政四十年』164 未提示 29 37 
『1976：狂乱的文学年代』165 19 28 37 
『中国当代文学史』及び修訂版166 9 28 38 
『中国当代文芸思想史論』付録167 19 28 37 
『中国当代戯曲文学史』168 未提示 未提示 37 








加した劇団は「29」である。1964 年 8 月 1 日の『人民日報』の「京劇現代劇競演大
会、北京で閉幕」と題した報道の中で、参加した「29」の劇団を具体的に列挙してい
る。次に、『人民日報』の報道を原文のまま引用する。 







                                                             
164 馬齊彬、陳文斌、林蘊暉、叢進、王年一、張天榮、卜偉華編寫、『中国共産党執政四十年』（1949-
1989）、中共党史出版社、1991 年、245 ページ。原文「大会历时两个月，有 29 个剧团、两千多人参加，
共演出了『芦荡火种』…等 37 个剧目」 
165 楊鼎川著、『1967：狂乱的文学年代』、山東教育出版社、1998年、38 ページ。原文「文化部在北京
举办规模空前的全国京剧现代戏观摩演出大会，19 个省市自治区的 28 个剧团演出了《红灯记》…等 37
个剧目」 
166 洪子誠、『中国当代文学史』、北京大学出版社、1999 年 8 月、194 ページ。及びその 2011 年 7 月的
修訂版、169 ページ。原文「来自 9 个省、市、自治区的 28 个京剧团演出了 38 台“现代戏”（指表现现
代生活的戏曲剧目）」 
167 柏定国、『中国当代文芸思想史論』（1956-1976）、附錄〈中国文芸重大問題紀事年表（1956-
1976）〉、中国社会科学出版社、2006 年、316－317 ページ。原文「…参加演出的有 19 个省、市的 28 个
剧团，演出了《芦荡火种》…等 37 个剧目」  
168 謝柏梁、『中国当代戯曲文学史』、高等教育出版社、2006 年、139 ページ。原文「…6月 5 日到 7 月
31 日，全国京剧现代戏观摩演出大会在北京举行，一共上演了 37 个剧目」 
169 胡志毅、『国家的儀式-中国革命戯劇的文化透視』、廣西師範大学出版社 、2008 年、168 ページ。原






































                                                             


















                                                             























直属の機関の 3劇団（中国京劇院に属する一団、二団、四団である）と 18 の省、市、
自治区（北京、上海、江蘇、湖北、雲南、河北、黒竜江、吉林、青海、陝西、内モン
ゴル、新疆、河南、山東、寧夏、江西、広西、貴州）からの 26 劇団、合計 29 の劇団
である。 
2011 年 9 月出版の李松『「様板戯」編年史・前篇』は「全国京劇現代劇競演大会は
北京で開幕し、7月 31 日に閉幕した。二ヶ月を費やし、全国から 5000 人以上の文芸
工作者が参加し、文化部直属の機関と 18の省、市、自治区の 2つの劇団が参加した。






疆、河南、山東、寧夏、江西、広西、貴州等の 19 の省、市、自治区の 29 の劇団及び
















の上演に参加するのは、19 の省、市、自治区の 28 の京劇団があり、合わせて大、小
                                                             
172 天津、1949 年 1 月 15 日に中央直轄市に設定され、1958 年 2 月 11 日に河北省（省轄市）省管轄の
都市に変えて、1967 年 1 月に直轄市に回復された。







































                                                             
173 馬齊彬、陳文斌、林蘊暉、叢進、王年一、張天榮、卜偉華編寫、『中国共産党執政四十年』（1949-




 演目 劇団 上演場所 上演時間 





3 『箭竿河辺』 北京実験京劇団 天橋劇場 5、6、7日晚場觀摩、8日晚場、9日日
場公演 
4 『奇襲白虎団』 山東省京劇団 人民劇場 6 日日場、7、8 日晚場觀摩、5、9日晚
場公演 






二七劇場 11、12 日晚場、15 日日場觀摩、13、
14 日晚場公演 
7 『洪湖赤衛隊』 北京京劇二団 天橋劇場 11、12 日晚場、14 日日場觀摩、13、
15 日晚場公演 
8 『戦海浪』 上海上演団 人民劇場 11 日日場、13、15 日晚場觀摩、12、
14 日晚場公演 
9 『櫃台』 上海上演団 人民劇場 11 日日場、13、15 日晚場觀摩、12、
14 日晚場公演 
10 『送肥記』 上海上演団 人民劇場 11 日日場、13、15 日晚場觀摩、12、
14 日晚場公演 











民族宮ホール 13 日日場、14、15 日晚場觀摩、11、
12 日晚場公演 
14 『延安軍民』 陝西省京劇院 天橋劇場 17、18 日晚場、20 日日場觀摩、19、
21 日晚場公演、24 日晚場觀摩 
15 『強渡大渡河』 江西省南昌市京
劇団 




人民劇場 17 日日場、19、21、24 日晚場觀摩、
18、20 日晚場公演 
17 『柯山紅日』 湖北省武漢市京 北京市工人ク 18 日日場、19、20、24 日晚場觀摩、
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劇団 ラブ 17、21 日晚場公演 
18 『戴諾』 雲南京劇院一団 民族宮ホール 19 日日場、20、21 日晚場觀摩、17、
18 日晚場公演、24 日日場觀摩 















人民劇場 26 日日場、28、30 日晚場觀摩、27、
29 日晚場公演 
23 『草原両兄弟』 青海省京劇団 民族宮ホール 28 日日場、29、30 日晚場觀摩、26、
27 日晚場公演 
24 『掩護』 河南省京劇団 天橋劇場 7 月 2、3 日晚場、5 日日場觀摩、4、
6日晚場公演 
25 『紅管家』 河南省京劇団 天橋劇場 7 月 2、3 日晚場、5 日日場觀摩、4、
6日晚場公演 







28 『再接鞭』 江蘇省京劇団 二七劇場 2、3日晚場、6 日日場觀摩、4、5日晚
場公演 










民族宮ホール 4 日日場、5、6 日晚場觀摩、2、3日晚
場公演 




33 『紅色娘子軍』 中国京劇院四団 二七劇場 8、9 日晚場、12 日日場觀摩、10、11
日晚場公演 
34 『苗嶺風雷』 貴州省貴陽市京 民族宮ホール 10 日日場、11、12 日晚場觀摩、8、9
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注：日場 13:30、晚場 19:30、觀摩場不售票 
第一輪：6月 5日-9 日（5個劇目 1-5） 
第二輪第三輪：6月 11 日-24 日（13 個劇目 6-18） 
第四輪：6月 26 日-30 日（5個劇目 19-23） 
第五輪：7月 2日-6 日（8個劇目 24-31） 




う。合計で 86 である。次は各演目に関する報道をまとめたものである。 
 
1、『智取威虎山』 
 1、6 月 6 日《在革命的新事物面前》（京剧现代戏随感）（葛杰） 
 2、6 月 15 日《出人意外，在人意中——谈几出现代戏里的新唱腔、新动作、新手法》（姜妙香） 
 3、6 月 15 日《音乐上的革新和创造——京剧现代戏观摩散记》（李慕良） 
 4、6 月 16 日《英雄有用武之地》（京剧现代戏随感）（乐于时） 
 5、6 月 21 日《服装·道具·布景——京剧现代戏舞台美术欣赏》（鲁田） 
 6、6 月 22 日《革命生活的内容，京剧艺术的形式》（陈其通） 
 7、7 月 4 日《时刻警惕阶级敌人的阴谋——京剧<五把钥匙>观后》（张为） 
 8、7 月 6 日《努力创造革命战士的英雄形象——评京剧<智取威虎山>取得的成就》（附照片）（李希凡） 
 9、7 月 15 日《一场文化的大革命》（曹禺） 
 10、7 月 25 日《认真继承传统，大胆突破传统》（武汉市京剧团演员 高盛麟） 
 
2、『革命自有後来人』 
 1、6 月 8 日《革命红旗代代传——看京剧<革命自有后来人>》（附照片）（林缘） 
 2、6 月 14 日《为有源头活水来》（京剧现代戏随感）（易和元） 
 3、6 月 15 日《出人意外，在人意中——谈几出现代戏里的新唱腔、新动作、新手法》（姜妙香） 
 4、6 月 15 日《音乐上的革新和创造——京剧现代戏观摩散记》（李慕良） 
 5、6 月 17 日《演现代戏六年的体会》（黑龙江省哈尔滨市京剧团 梁一鸣） 
 6、6 月 19 日《三点体会》（史若虚） 
 7、6 月 19 日《既改造戏，又改造人》（萧盛萱） 
 8、6 月 19 日 人物赞 奶奶和铁梅《革命自有后来人》 （田 汉诗，阿 老画） 
                                                             
174 大会の開催期間 6月 5日―7月 31 日の報道だけに限る。 
劇団 日晚場公演 




 9、6 月 21 日《服装·道具·布景——京剧现代戏舞台美术欣赏》（鲁田） 
 10、6 月 22 日《革命生活的内容，京剧艺术的形式》（陈其通） 
 11、6 月 24 日《首先是自己的革命化》（余振飞） 
 12、6 月 28 日《京剧艺术的发展》（尚小云） 
 13、7 月 15 日《一场文化的大革命》（曹禺） 
 14、7 月 21 日《多姿多彩的舞台美术设计》（毛秉权） 
 15、7 月 21 日《唱出时代的感情——京剧现代戏观摩随感》（张君秋） 
 16、7 月 22 日《继承和创新——京剧现代戏观摩学习心得》（辽宁省观摩团 候星） 
 17、7 月 30 日《革命人爱看革命戏》（本报记者 姜德明） 
 18、7 月 31 日《浅谈京剧现代戏念白》（李慧芳） 
 19、7 月 31 日《戏词通俗是京剧的本色》（林兮） 
 
3、『箭竿河辺』 
 1、6 月 9 日《量体裁衣——看京剧<箭杆河边>》（附照片）（颜长珂） 
 2、6 月 15 日《出人意外，在人意中——谈几出现代戏里的新唱腔、新动作、新手法》（姜妙香） 
 3、6 月 19 日 人物赞 老庆奎《箭杆河边》 （田 汉诗，陈今言画） 
 4、6 月 22 日《革命生活的内容，京剧艺术的形式》（陈其通） 
 5、6 月 24 日《首先是自己的革命化》（余振飞） 
 6、6 月 28 日《京剧艺术的发展》（尚小云） 
 7、7 月 21 日《多姿多彩的舞台美术设计》（毛秉权） 
 8、7 月 31 日《浅谈京剧现代戏念白》（李慧芳） 
 
4、『奇襲白虎団』 
 1、6 月 7 日《体现人民战士的英雄风貌——看<奇袭白虎团>有感》（剧评）（黄克保） 
 2、6 月 10 日《取长补短共同提高——再谈观摩、学习、提高》（京剧现代戏随感）（葛杰） 
 3、6 月 11 日《祝贺<奇袭白虎团>演出的成功》（中国评剧院演员席宝昆、魏荣元、陈少舫） 
 4、6 月 13 日《现代戏里见功夫》（京剧现代戏随感）（葛杰） 
 5、6 月 13 日 人物赞  严伟才《奇袭白虎团》 （田 汉诗，华克雄画） 李大娘《奇袭白虎团》 （田 汉
诗，阿 老画） 
 6、6 月 14 日《为有源头活水来》（京剧现代戏随感）（易和元） 
 7、6 月 15 日《出人意外，在人意中——谈几出现代戏里的新唱腔、新动作、新手法》（姜妙香） 
 8、6 月 15 日《音乐上的革新和创造——京剧现代戏观摩散记》（李慕良） 
 9、6 月 16 日《英雄有用武之地》（京剧现代戏随感）（乐于时） 
 10、6 月 19 日《三点体会》（史若虚） 
 11、6 月 19 日《在京剧里表现工农兵》（谭富英） 
 12、6 月 21 日《要熟悉工农兵生活》（王连平） 
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 13、6 月 21 日《京剧发展的康庄大道》（附照片）（徐兰沅） 
 14、6 月 21 日《服装·道具·布景——京剧现代戏舞台美术欣赏》（鲁田） 
 15、6 月 22 日《革命生活的内容，京剧艺术的形式》（陈其通） 
 16、6 月 24 日《提供了好经验》（赵桐珊） 
 17、6 月 24 日《首先是自己的革命化》（余振飞） 
 18、6 月 28 日《小谈群众角色和群众场面》（湖北省观摩团 汪洗） 
 19、6 月 28 日《京剧艺术的发展》（尚小云） 
 20、7 月 2 日《京剧表演程式也要革命》（湖南观摩团） 
 21、7 月 4 日《京剧花脸的广阔前途》（附照片）（袁世海） 
 22、7 月 7 日《革命的现代戏使京剧获得新生》（陕西省观摩团 蔡正芳） 
 23、7 月 15 日《一场文化的大革命》（曹禺） 
 24、7 月 21 日《多姿多彩的舞台美术设计》（毛秉权） 
 25、7 月 21 日《京剧现代戏的启发》（叶浅予） 
 26、7 月 22 日《继承和创新——京剧现代戏观摩学习心得》（辽宁省观摩团 候星） 
 27、7 月 31 日《浅谈京剧现代戏念白》（李慧芳） 
 
5、『蘆蕩火種』 
 1、6 月 6 日《在革命的新事物面前》（京剧现代戏随感）（葛杰） 
 2、6 月 7 日《喜听京剧唱京音》（文化街头）（林兮） 
 3、6 月 8 日《把革命和继承结合起来——谈京剧<芦荡火种>》（附编者按）（附照片） 
 4、6 月 9 日 人物赞 阿庆嫂《芦荡火种》 （左 海诗，洪 炉画） 郭指导员《芦荡火种》 （左 海 诗，
洪 炉画） 
 5、6 月 10 日《新编京剧不必墨守旧韵》（文化街头）（林兮） 
 6、6 月 13 日《现代戏里见功夫》（京剧现代戏随感）（葛杰） 
 7、6 月 15 日《出人意外，在人意中——谈几出现代戏里的新唱腔、新动作、新手法》（姜妙香） 
 8、6 月 19 日《在京剧里表现工农兵》（谭富英） 
 9、6 月 22 日《革命生活的内容，京剧艺术的形式》（陈其通） 
 10、6 月 24 日《首先是自己的革命化》（余振飞） 
 11、6 月 26 日《路子打开了》（孙盛文） 
 12、6 月 28 日《小谈群众角色和群众场面》（湖北省观摩团 汪洗） 
 13、6 月 28 日《京剧艺术的发展》（尚小云） 
 14、7 月 2 日《京剧表演程式也要革命》（湖南观摩团） 
 15、7 月 4 日《京剧花脸的广阔前途》（附照片）（袁世海） 
 16、7 月 4 日《对旦角现代戏的感想》（福建省观摩团 袁灵云） 
 17、7 月 10 日《量体裁衣——观摩学习随记》（孙浩然） 
 18、7 月 15 日《一场文化的大革命》（曹禺） 
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 19、7 月 21 日《多姿多彩的舞台美术设计》（毛秉权） 
 20、7 月 21 日《唱出时代的感情——京剧现代戏观摩随感》（张君秋） 
 21、7 月 25 日《京剧<芦荡火种>剧本改编的成就》（陶雄） 
 22、7 月 30 日《革命人爱看革命戏》（本报记者 姜德明） 
 23、7 月 31 日《既有革命内容，又有京剧风格》（陕西省京剧团 史美强） 
 24、7 月 31 日《浅谈京剧现代戏念白》（李慧芳） 
 25、7 月 31 日《戏词通俗是京剧的本色》（林兮） 
 
6、『六号門』 
 1、6 月 16 日《表现工人的革命斗争——谈京剧<六号门>的演出》（附照片）（范凡） 
 2、6 月 19 日《三点体会》（史若虚） 
 3、6 月 21 日《服装·道具·布景——京剧现代戏舞台美术欣赏》（鲁田） 
 4、6 月 22 日《培养工农兵感情，塑造英雄人物》（河北省天津市京剧团演员 李荣威） 
 5、6 月 22 日《革命生活的内容，京剧艺术的形式》（陈其通） 
 6、7 月 4 日《京剧花脸的广阔前途》（附照片）（袁世海） 
 7、7 月 7 日《革命的现代戏使京剧获得新生》（陕西省观摩团 蔡正芳） 
 8、7 月 15 日《一场文化的大革命》（曹禺） 
 9、7 月 21 日《多姿多彩的舞台美术设计》（毛秉权） 
 10、7 月 30 日《革命人爱看革命戏》（本报记者 姜德明） 
 11、7 月 31 日《既有革命内容，又有京剧风格》（陕西省京剧团 史美强） 
 12、7 月 31 日《戏词通俗是京剧的本色》（林兮） 
 
7、『洪湖赤衛隊』 
 1、6 月 13 日《“看天下劳苦人民都解放”——京剧<洪湖赤卫队>观后》（附照片） 
 2、6 月 16 日《英雄有用武之地》（京剧现代戏随感）（乐于时） 
 3、6 月 21 日《服装·道具·布景——京剧现代戏舞台美术欣赏》（鲁田） 
 4、6 月 22 日《革命生活的内容，京剧艺术的形式》（陈其通） 
 5、6 月 28 日《京剧艺术的发展》（尚小云） 
 6、7 月 7 日《革命的现代戏使京剧获得新生》（陕西省观摩团 蔡正芳） 
 7、7 月 21 日《多姿多彩的舞台美术设计》（毛秉权） 




 1、6 月 14 日《在革新的道路上——谈四出精彩动人的现代戏短剧》（附照片）（林涵表） 
 2、6 月 16 日《我演钱二嫂》（童芷苓） （《送肥记》） 
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 3、6 月 21 日《服装·道具·布景——京剧现代戏舞台美术欣赏》（鲁田） （《站海浪》） 
 4、6 月 22 日《革命生活的内容，京剧艺术的形式》（陈其通） 
 5、6 月 28 日《小谈群众角色和群众场面》（湖北省观摩团 汪洗） （《站海浪》） 
 6、7 月 4 日《对旦角现代戏的感想》（福建省观摩团 袁灵云） （《送肥记》） 
 7、7 月 7 日《革命的现代戏使京剧获得新生》（陕西省观摩团 蔡正芳） （《站海浪》、《柜台》） 
 8、7 月 15 日《一场文化的大革命》（曹禺） 
 9、7 月 21 日《多姿多彩的舞台美术设计》（毛秉权） （《送肥记》） 
 10、7 月 30 日《革命人爱看革命戏》（本报记者 姜德明） （《柜台》） 
 11、7 月 31 日《浅谈京剧现代戏念白》（李慧芳）（《站海浪》） 
 
12、『千万不要忘記』 
 1、6 月 10 日《新编京剧不必墨守旧韵》（文化街头）（林兮） 
 2、6 月 19 日《富有地方色彩的京剧——看京剧<千万不要忘记>的演出》（附照片）（张胤剑） 
 3、6 月 22 日《革命生活的内容，京剧艺术的形式》（陈其通） 
 4、7 月 4 日《京剧花脸的广阔前途》（附照片）（袁世海） 
 5、7 月 17 日《教育好下一代——看京剧<千万不要忘记>》（附照片）（焕子） 
 
13、『草原英雄小姉妹』 
 1、6 月 17 日《红色少年的赞歌——试评<草原英雄小姊妹>》（附照片）（景孤血） 
 2、6 月 21 日《服装·道具·布景——京剧现代戏舞台美术欣赏》（鲁田） 
 3、6 月 22 日《革命生活的内容，京剧艺术的形式》（陈其通） 
 4、6 月 28 日《京剧艺术的发展》（尚小云） 
 5、7 月 2 日《京剧表演程式也要革命》（湖南观摩团） 
 6、7 月 4 日《对旦角现代戏的感想》（福建省观摩团 袁灵云） 
 7、7 月 7 日《革命的现代戏使京剧获得新生》（陕西省观摩团 蔡正芳） 
 8、7 月 15 日《一场文化的大革命》（曹禺） 
 9、7 月 21 日《多姿多彩的舞台美术设计》（毛秉权） 
 10、7 月 22 日《继承和创新——京剧现代戏观摩学习心得》（辽宁省观摩团 候星） 
 11、7 月 31 日《既有革命内容，又有京剧风格》（陕西省京剧团 史美强） 
 
14、『延安軍民』 
 1、6 月 24 日《革命人民不可征服——京剧现代戏<延安军民>观后感》（附照片）(艾克恩) 
 2、6 月 26 日《抒革命战士之情》（陕西省京剧院 尚长荣） 
 3、6 月 28 日《小谈群众角色和群众场面》（湖北省观摩团 汪洗） 
 4、7 月 4 日 人物赞《延安军民》中的李老爹、张连长 （艾克恩诗，华克雄画） 
 5、7 月 7 日《革命的现代戏使京剧获得新生》（陕西省观摩团 蔡正芳） 
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 6、7 月 15 日《一场文化的大革命》（曹禺） 
 7、7 月 31 日《既有革命内容，又有京剧风格》（陕西省京剧团 史美强） 
 
15、『強渡大渡河』 
 1、6 月 28 日《可贵的努力，有益的尝试——看南昌京剧团的两出现代戏》（附照片两张）（李行） 
 2、6 月 28 日《小谈群众角色和群众场面》（湖北省观摩团 汪洗） 
 3、7 月 7 日《革命的现代戏使京剧获得新生》（陕西省观摩团 蔡正芳） 
 4、7 月 21 日《多姿多彩的舞台美术设计》（毛秉权） 
 
16、『李双双』 
 1、6 月 28 日《可贵的努力，有益的尝试——看南昌京剧团的两出现代戏》（附照片两张）（李行） 
 2、7 月 21 日《多姿多彩的舞台美术设计》（毛秉权） 
  
17、『柯山紅日』 
 1、6 月 21 日《看京剧<柯山红日>》（剧评） （季文） 
 2、6 月 30 日《演麦力生老人的体会》（高百岁） 
 3、7 月 10 日《从旧韵白到新京白》（林兮） 
 4、7 月 21 日《多姿多彩的舞台美术设计》（毛秉权） 
 
18、『戴諾』 
 1、6 月 21 日《服装·道具·布景——京剧现代戏舞台美术欣赏》（鲁田） 
 2、6 月 24 日 人物赞 戴诺（叶浅予画，袁鹰诗） 
 3、6 月 26 日《景颇山上的金凤凰——谈谈关鹔鹴在<戴诺>中的艺术创造》（附照片）（刘乃崇） 
 4、6 月 28 日《小谈群众角色和群众场面》（湖北省观摩团 汪洗） 
 5、7 月 2 日《我怎样演<戴诺>中的文帅》（云南京剧院 徐敏初） 
 6、7 月 4 日《京剧花脸的广阔前途》（附照片）（袁世海） 
 7、7 月 10 日《感人的形象——戴诺》（哈尔滨市京剧团演员 张蓉华） 
 8、7 月 15 日《一场文化的大革命》（曹禺） 
 9、7 月 21 日《多姿多彩的舞台美术设计》（毛秉权） 
 
19、『耕耘初記』 
 1、7 月 2 日《新的生活，新的喜剧——京剧<耕耘初记>观后感》（附照片）（郭汉城） 
 2、7 月 4 日《京剧花脸的广阔前途》（附照片）（袁世海） 
 3、7 月 12 日人物赞《耕耘初记》 （江城诗，洪炉画） 





 1、7 月 4 日《京剧花脸的广阔前途》（附照片）（袁世海） 
 2、7 月 6 日《生动的革命传统教育——看京剧<红岩>》（附照片）（李行） 
 
21、『五把鑰匙』 
 1、7 月 4 日《时刻警惕阶级敌人的阴谋——京剧<五把钥匙>观后》（张为） 
 2、7 月 4 日《京剧花脸的广阔前途》（附照片）（袁世海） 
 3、7 月 21 日《多姿多彩的舞台美术设计》（毛秉权） 
 
22、『杜鵑山』 
 1、7 月 30 日《豪情浓墨绘英雄——观摩京剧现代戏<杜鹃山>学习笔记》（附照片）（何曼） 
 2、7 月 21 日《京剧现代戏的启发》（叶浅予） 
 3、7 月 25 日《认真继承传统，大胆突破传统》（武汉市京剧团演员 高盛麟） 
 
23、『草原両兄弟』 
 1、7 月 17 日《草原牧民的赞歌——谈京剧<草原两兄弟>》（附照片）（温凌） 
 
24、25、26、『掩護』、『紅管家』、『好媳婦』 
 1、7 月 7 日人物赞《掩护》、《好媳妇》、《红管家》中的春兰父女、队长淑芳、会计聂小江 （水拍诗，苗
地画） 
 2、7 月 10 日《努力表现新时代的劳动人民——看河南省京剧团演出的三个小戏》（附照片三张）（缪俊杰） 
 
27、『紅嫂』 
 1、7 月 12 日《光辉的形象，动人的歌唱——看京剧<红嫂>与<再接鞭>》（附照片两张）（唐真） 
 2、7 月 25 日《认真继承传统，大胆突破传统》（武汉市京剧团演员 高盛麟） 
 
28、『再接鞭』 
 1、7 月 12 日《光辉的形象，动人的歌唱——看京剧<红嫂>与<再接鞭>》（附照片两张）（唐真） 
 
29、『紅灯記』 
 1、7 月 8 日《革命永似长江浪——观摩京剧现代戏<红灯记>学习笔记》（附照片）（何曼） 
 2、7 月 12 日《心红艺更精》（红线女） 
 3、7 月 15 日《一场文化的大革命》（曹禺） 
 4、7 月 21 日人物赞《红灯记》 （杜若湘诗，马克木刻） 
 5、7 月 22 日《沿着党指引的方向高歌猛进》（中国京剧院演员 高玉倩） 





 1、7 月 7 日《光辉的革命英雄形象——谈京剧<节振国>的人物塑造》（附照片）（沈峣） 
 2、7 月 15 日《为京剧舞台上的工人形象欢呼——煤矿工人座谈京剧<节振国>》 
 3、7 月 15 日《一场文化的大革命》（曹禺） 
 4、7 月 31 日《戏词通俗是京剧的本色》（林兮） 
 
31、『烈火裏成長』 
 1、7 月 12 日《深入生活的结果——谈<烈火里成长>中先进人物的塑造》（附照片）（龚啸岚） 
 
32、『杜鵑山』 
 1、7 月 30 日《豪情浓墨绘英雄——观摩京剧现代戏<杜鹃山>学习笔记》（附照片）（何曼） 
 2、7 月 18 日《杜鹃山上的英雄歌——简评北京京剧团演出的<杜鹃山>》（附照片）（张胤德） 
 3、7 月 21 日《京剧现代戏的启发》（叶浅予） 
 4、7 月 25 日《认真继承传统，大胆突破传统》（武汉市京剧团演员 高盛麟） 
 5、7 月 31 日人物赞 《杜鹃山》 （陈今言画，秦嘉诗） 
 
33、『紅色娘子軍』 
 1、7 月 18 日《京剧舞台上的<红色娘子军>》（附照片）（王照慈） 
 2、7 月 31 日人物赞 中国京剧院四团《红色娘子军》（陈今言画，秦嘉诗） 
 
34、『苗嶺風雷』 
 1、7 月 17 日《一出具有民族特色的好戏——看京剧<苗岭风雷>》（附照片）（杨景辉） 
 
35、『千万不要忘記』 
























































                                                             
175 『毛沢東文集』第三卷、人民出版社、2001 年、88 ページ、参照。 


































1967 年 5 月 1 日から 6 月 17 日まで、『文芸講話』発表二十五周年を記念するため





さ子編訳、『中国当代文学史』、東方書店、2013 年、279 ページ、引用。 
































                                                             
179 陳伯達、姚文元の講話は、1967 年 5 月 24 日の『人民日報』、5月 25 日の『解放軍報』に掲載され
た。 
180 多くの文章では江青のこの演説を「江青 1964 年 7 月在京劇現代戯観摩演出人員座談会上的講話」
としているが、筆者の調査によれば、この演説の時間が行われたのは 1964 年 6 月 23 日である。根拠は
以下の二つである。第一、1964 年 6 月 24 日に、毛沢東が「64 年京劇現代戯観摩演出大会」の事務室が
江青の座談会上の演説記録を審査に送付した公文書に、「すでに読んだ、よく話した」という指示を書








































                                                             
183 江青同志の演説と『紅旗』雑誌の社説が各地の軍民に巨大な鼓舞をもたらした。 
184 『人民日報』、『解放軍報』および雑誌『紅旗』。 
185  1967 年 5 月 31 日の『人民日報』に掲載。 








































































                                                             





189 毛沢東、「矛盾論」、『毛沢東選集』第一卷、人民出版社、1991 年、326 ページ、参照。 
190 毛沢東、「新民主主義論」、『毛沢東選集』第二卷、人民出版社、663－664 ページ。 
191 毛沢東、「在延安文芸座談会上的講話」、『毛沢東選集』第三卷、人民出版社、866 ページ。 
192 党の文芸政策の実行について。 
193 中央档案館編、「中央宣伝部関于執行党的文芸政策的決定」、『中共中央文件選集』、第十四冊、中共


































                                                             
194 陳晋、『毛沢東与文芸伝統』、中央文献出版社、1992 年、278 ページ。 
195 王芳、「毛沢東愛聴京劇」、『湘潮』、2007 年、第 8期。 
196 毛沢東、『毛沢東文集』第 4卷、人民出版社、1996 年、325 ページ。 
197 林克、『我所知道的毛沢東』、中央文献出版社、2000 年、80 ページ。 
198 李鋭、『“大躍進”親暦記』下卷、南方出版社、1999 年、99 ページ。 
199 毛沢東、『在延安文芸座談会上的講話』、『毛沢東選集』第三卷、人民出版社、866 ページ。 
200 毛沢東著、竹内好訳、『文芸講話』、岩波書店、1956 年、22 ページ、引用。 










存在していると考えた。このような状況で、毛沢東は 1963 年 11 月に『戯劇報』と


















1966 年 2月 2 日から 20日まで、江青は林彪の委託によって、上海で部隊の文芸工
作に関する若干の問題について部隊の人員と談話を行い、その後でこの座談会上の
談話の内容を整理した。それが、『林彪同志委託江青同志召開的部隊文芸工作座談




                                                             
202 プロレタリア文化大革命の羅針盤。 
203 毛主席の文学芸術に対する指示に関して。 
204 『建国以来毛沢東文稿』、中共中央文献研究室、1996 年、第 12，13 冊。 






























                                                             



















て、事前に少なくとも二回以上修正を加えた。第一回は 11月 24 日から 27 日までの





























                                                             
208 原文「就是号称最难改革的京剧，也出现了新的作品」。 




































                                                             
211 『建国以来毛沢東文稿』、中共中央文献研究室、1996 年、第 13 冊、62 ページ。原文「牵动太大，
至少暂时不要改动戏名和主要人物名字，地名暂时也不宜改动。对小说作者的批评也宜从缓。」 










































                                                             

































                                                             
214 楊銀禄、「秘書楊銀禄回憶：江青的日常生活方式」、『文史精華』、2009 年、第 11 期。 





216 王元化、「論様板戯及其他」、『文匯報』、1988 年 4 月 29 日。 


































にとても鋭い」と言ったことがある。     
江青の人格の発展過程から見ると、政治闘争の需要は彼女を一歩一歩、徹頭徹尾「政
                                                             
218 傅謹、「“様板戯現象”平議」、『大舞台』、2002 年、第 3期。 

























1964 年 6 月 23 日、江青は『談京劇革命』をテーマとする演説を発表して、正式に












                                                             








































                                                             





































                                                             
222 汪曾祺、「関于『沙家浜』」、『八小時以外』、1992 年、第 6期。 





































                                                             
更大的风雨呀。亲人们在芦荡里，已经是第五天啦。有什么办法能救亲人出险哪！」 






































                                                             











































































                                                             
228  李晨主編、『中華人民共和国実録』第二巻、「曲折与発展：探索道路的艱辛 1962-1965」、吉林人民出
版社、733-734 ページ。 





































                                                             
230 何明、「提唱現代劇」、『紅旗』、1964 年、第 2期と第 3期。原文「反映社会主义时代的现代
剧，……是直接推动当前社会主义革命和社会主义建设的一个重要武器」 






































                                                             
232  暁地、『「“文革”之謎』、朝華出版社、1993 年、182－183 ページ。原文「应该将对现代戏的态度
如何，看成是阶级斗争在戏剧战线上的具体反映之一」 



































                                                             
234 「戦争和戦略問題」、『毛沢東選集』第 2卷、人民出版社、529 ページ。原文「革命的中心任务和最
高形式是武装夺取政权，是战争解决问题」 






























































































































































                                                             
244 鳳凰衛視『鳳凰大視野・風雨様板戯』番組製作グループ、『風雨人生様板戯』、中国友誼出版公司、
2006 年、96 ページ。 



































                                                             
246 師永剛、張凡、『様板戯史記』、作家出版社、2009 年、141 ページ。 
247 汪曾祺、「関于『沙家浜』」、『八小時以外』、1992 年、第 6期。李樹謙、『毛沢東的文芸世界』、遼寧
教育出版社、1993 年、175 ページ。戴嘉枋、『様板戯的風風雨雨：江青・様板戯及内幕』、知識出版社、







市文化局局長の趙鼎新は 1965 年 9 月の市人民代表大会の発言において、当時の舞
台げいこの状況を回想した。「『蘆蕩火種』から『沙家浜』まで、4回の大修正と数限
りない小修正を経て、一つの動作、一つの歌詞、一つの節回しであっても、絶え間な
























                                                             
248 陳徒手、「『蘆蕩火種』的幕後風雲」、『炎黄春秋』、2010 年、第 11 期。原文「市文化局局长赵鼎新在





































                                                             
250 祝克懿、『語言学視野中的「様板戯」』、河南大学出版社、2004 年、283 ページ。原文「在原始沪剧
《芦荡火种》中，七龙（后改为四龙）戏份很多。连同‘序幕’在内的 12 场戏中，七龙 8场有戏，第 4
场还主要是表现他的机智勇敢和担任送粮任务的艰巨。他参与了 57 轮对话，有 67 句唱词。可是在《沙家
浜》中，七龙的戏份被减到只有 4 场戏，4 句唱词，尽管参与了 18 轮对话，但有 10 轮都是以独词句的结
构形式来参与的」 
251 郭漢城、「試評京劇『沙家浜』的改編」、『人民日報』、1965 年 3 月 18 日。 
252 北京京劇団『沙家浜』劇組、『「在延安文芸座談会上的講話」照耀着「沙家浜」的成長』、『紅旗』、































び作り直しを始めた。1970 年の『文芸講話』発表 28 周年を記念する公演の後、引き
続き脚本を作り直して、歴史の背景、環境、情景、人物の精神活動に対して明確な規









                                                             







































                                                             
















































































































                                                             
257 馬少波等主編、『中国京劇史』下卷、中国戯劇出版社、2000 年、1946－1959 ページ、参照。 
258 余従、王安葵、『中国当代戯曲史』、学苑出版社、2005 年、550 ページ。 





































                                                             






































                                                             
262 小型の連続絵物語。 
263 「文」字の切手は中華人民共和国の切手の一種で、その中の「文」字の切手はまた文 1―文 19 に分
けられて、文 5は「毛主席的革命文芸路線勝利万歳」という意味である。 


































                                                             













































































                                                             
267 文化部批判組、「評“三突出”」、『人民日報』、1977 年 5 月 18 日。原文「推动戏剧冲突发展的，总
是正面的英雄人物，而让敌人处于被动的地位」 
268 顔長珂、「漫談『節振国』的人物塑造」、『北京文芸』、1964 年、第 8期。原文「推动戏剧冲突发展
的，总是正面的英雄人物，而让敌人处于被动的地位」 
269 艾明、「前仆後継革命人―京劇現代戯『紅灯記』漫話」、『北京文芸』、1964 年、第 8期。原文「为
了突显英雄人物的高大形象，要时时表现这些英雄人物“对敌人的居高临下”」 







































                                                             







































                                                             





































                                                             
273 板式は伝統的な演劇の音楽の中の拍子とリズムの形式である。 






















































































































































276 宋光祖、「開不敗的蘆花――滬劇『蘆蕩火種』と『沙家浜』対読」、『東方芸術』、1993 年、第 1
期。 
277 陳思和、「民間的沈浮：従抗戦到文革文学史的一個解釈」、『上海文学』、1994 年、第 1期。 

































                                                             
279 『蘆蕩火種』から『沙家浜』までの演劇のシナリオ及び舞台の公演情況に対する比較分析に際し
て、主に以下の 8種類を根拠とした。 
  1959 年、滬劇『碧水紅旗』脚本、劇団内部油印、簡称“油印本”。 
  1964 年、滬劇『蘆蕩火種』脚本、上海文化出版社、簡称“滬劇本”。 
  1980 年、滬劇『蘆蕩火種』録画、上海電視台、簡称“復排本”。 
  1965 年、現代革命京劇『沙家浜』脚本、『人民日報』、簡称“京劇本”。 
  1967 年、京劇『沙家浜』録音、中国唱片上海公司、簡称“録音本”。 
  1970 年、革命現代京劇『沙家浜』脚本、人民出版社、簡称“定型本”。 
  1971 年、革命現代京劇『沙家浜』映画、長春電影製片廠、簡称“様板戯”。 





































                                                             
280 沈恵如。「汪曾祺戯曲作品探究」、『東呉中文研究集刊』、2002 年、第 9期。 
















































































































                                                             
賞』、上海社会科学出版社、2004 年。 
283 紅光（汪曾祺のペンネーム）、「人民戦争的勝利凱歌―革命現代京劇『沙家浜』修改過程中的一些体
会」、『人民日報』、1970 年 1 月 11 日。原文「阿庆嫂的必胜信念，来自群众的智慧，来自伟大的毛泽东
思想」 





































                                                             
党的思想是英雄性格的灵魂和力量的源泉，只有坚决执行党的方针政策，对革命无限忠诚的人，才能成为
大智大勇的英雄。」 




































                                                             
286 封孝倫、『二十世紀中国美学』、東北師範大学出版社、1997 年、299 ページ。 
287 胡志毅、『国家的儀式-中国革命戲劇的文化透視』、広西師範大學出版社 、2008 年、13－90 ペー
ジ。 





































                                                             
289 陳思和、「民間的沈浮：従抗戦到文革文学史的一個解釈」、『上海文学』、1994 年、第 1期。 




































                                                             





































                                                             


































































                                                             
300 清唱劇とはオラトリオの中国語の訳である。 






































                                                             



































                                                             











































                                                             





































                                                             
310 日本語のチャルメラに当たる。 
311 戴嘉枋、『様板戯的風風雨雨：江青・様板戯及内幕』、知識出版社、1995 年、113－114 ページ。 
312 戴嘉枋、『様板戯的風風雨雨：江青・様板戯及内幕』、知識出版社、1995 年、114 ページ。 





































                                                             
314 「江青同志対交響音楽『沙家浜』的部分指示」、『井岡山』、1967 年、第 2期。 





































                                                             
317 吉林省通遼師範学院中文系編、『江青文選』、1969 年 10 月、259 ページ。 
318 吉林省通遼師範学院中文系編、『江青文選』、1969 年 10 月、260 ページ。 
319 李松、『“様板戯”：編年与史実』、中央編訳出版社、2012 年、217 ページ。 






























1965 年 1月 27 日、江青は中央楽団交響楽隊が演奏した「歌唱祖国」を聞いてから、
李徳倫に「楽器はいい、完全に人民や革命に奉仕することができると思う」328と言っ
                                                             
321 政治の性質を特定する。 
322 封建主義、資本主義、修正主義の略称。 
323 吉林省通遼師範学院中文系編、『江青文選』、1969 年 10 月。 
324 『江青同志論文芸』、中華民国国際関係研究所、1974 年。 
325 「江青同志対交響音楽『沙家浜』的部分指示」、『井岡山』、1967 年、第 2期。 
326 『中央首長講話』、浙江大学紅衛兵編輯部、1967 年。 
327 外国のものを中国に役立てる。 






























                                                             

















































                                                             













































湖広音」、『中国戯劇』、2011 年、第 7期、参照。 
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学系列 42 号、2010 年、35－53 ページ。 
343 阿部範之、『中国映画史における政治と映像：文革期を中心に』、『一橋論叢』、2004 年、第 3号、
178－193 ページ。 










進んだ。映像メディアは模範劇を普及する最も便利な宣伝手段である。1970 年 8 月
10 日『人民日報』の報道によれば、広範な労農兵はテレビ記録フイルムである『智取
威虎山』、『紅灯記』を褒め讃えた。1970 年 10 月 10 日『人民日報』新華社は、テレビ
記録フイルム『白毛女』が大観衆と対面したと報道した。1971 年 1月 18 日『人民日
報』はテレビ画面複製フイルムである『沙家浜』がテレビ実況中継されて世に問われ
たと伝えている。1966 年から 1976 年までの模範劇フイルムの中では、京劇が 11部、
舞劇が 4部、他にはピアノ協奏曲『黄河』のカラーフイルム、ピアノ演奏劇『紅灯記』
のカラーフイルム、革命交響楽『沙家浜』のカラーフイルムなども含まれている。345








1974 年 4 月 28 日の新華社の報道によると、「批林批孔」（林彪・孔子批判）運動の









1974 年 5月 22 日の新華社の報道では、「批林批孔」運動を経て、模範劇がより一層
普及、発展したと伝えている。革命現代京劇『智取威虎山』、『紅灯記』、『沙家浜』、『海
                                                             












文革中、湖北省黄陂県の 22 の人民公社はすべて映画放映隊を設立し、上映箇所は 500
箇所あまりに増加した。映画放映隊が至るところに設立されたため、革命模範劇フイ
ルムは辺鄙な山村にまで普及し、貧農下層中農の大歓迎を受けた。 
1975 年 5月 22 日の新華社の報道は、毛主席『文芸講話』発表 33 周年の記念活動を



























































                                                             
346 『江青同志論文芸』、中華民国国際関係研究所、1974 年。 











修正を行ってから、京劇『沙家浜』は 1970 年 5 月に正式な上演の定稿本が完成し




































































































                                                             
350 本文では「電視屏幕複製片」を「テレビ画面複製フイルム」と訳す。 








が演じた。353     





















3 月から、交響楽『沙家浜』のカラーフイルムは公に上映を開始した。1972 年 3 月






                                                             
353 中国電影資料館、中国芸術研究院電影研究所編、『中国芸術影片編目』（下冊）、文化芸術出版社、
1981 年、961 ページ、参照。 
354 「革命現代京劇『沙家浜』彩色影片撮制完成」、『人民日報』、1971 年 9 月 20 日。 
355 「革命現代舞劇『白毛女』等両部彩色影片撮制完成」、『人民日報』、1972 年 2 月 13 日。 
356 中国電影資料館、中国芸術研究院電影研究所編、『中国芸術影片編目』（下冊）、文化芸術出版社、
1981 年、970－971 ページ、参照。 
357 辛景、「新的探索 新的収穫―賛鋼琴伴唱『紅灯記』、鋼琴協奏曲『黄河』、革命交響音楽『沙家
浜』」、及び、中国人民解放軍済南部隊政治部宣伝隊、「敢闘争敢勝利緊握銃―革命交響音楽『沙家浜』


































                                                             
358 徐蘇霊、「試談戯曲芸術片的一些問題」、『中国電影』、1956 年、第 2期。原文「所谓的戏曲艺术片
是指戏曲的舞台艺术纪录片」 
359 中国電影資料館、中国芸術研究院電影研究所編、『中国芸術影片編目』（下冊）、文化芸術出版社、
1981 年、1002 ページ、参照。 
360 朱文、「移植革命様板戯的優秀成果―評彩色戯曲芸術片『沙家浜』」、『人民日報』、1974 年 2 月 25
日。 








1972 年 10 月から 1973 年 3 月まで、「国務院文化組」は北京で「拍撮革命様板戯影





























                                                             
華社ニュース撮影部の主任、中国の撮影協会の主席、新華社の社長などを歴任した。 
363 甘粛師範大学中文系現代文学教研組編、長春電影製片廠「革命様板戯影片撮制総結匯編内部材























































































































































                                                             
364 長春電影製片廠『沙家浜』撮製組、「革命現代京劇『沙家浜』」影片撮製小結。李松、『“様板戯”：

































                                                             







368 李松、「“様板戯”電影的生産与伝播」、『戯劇之家』、2011 年、第 5期。 









































































                                                             
371 章新強、「様板戯電影是空鏡頭嗎？」、『戯文』、2005 年、第 3期。 








































































10 年間中学の地理の教師を務めた。第 9 回上海文学賞、『中国作家』「大紅鷹」文学
賞、浙江省の優秀な文学作品賞などを受賞したことがある。その中短編小説は年度小
説ランキング及び多種年度選集に入選した。作品集としては短編小説集『等一個人発
                                                             
376 『江南』雑誌社 HP（http://www.jiangnan.org.cn/about.asp ） を参照、アクセス日 2012 年 11









379 『江南時報』の特派員の友仁、『江南時報』、2003 年 2 月 27 日。 
380 薛栄に関する資料は、中国作家網の HP(http://www.chinawriter.com.cn/  )を参照した。アクセ




























筆者は作者の薛栄に関して調査した際、発見したのは、2002 年から 2005 年までの
期間、薛栄と薛栄の作品に関する報道はほとんどないこと、更に文学評論家が作品を
評論する時にすべて「2005 年以降の 8 編の小説」を特に強調していることが分かっ
た。これが 2003 年『江南』第 1 期が小説『沙家浜』を掲載した後の「文学事件」と
直接に関連があるかどうか、筆者にはまだ分からない。しかし明確になったのは、小
説『沙家浜』発表後、ほぼ二年間薛栄に関する情報がないことである。 
















2 月 18 日の『浙江日報』が蕭河の「小説『沙家浜』は何を宣伝しているか」を発表
した。これが最初の批判的報道である。小説は「政治的錯誤がひどい」、「ひどく人民
の感情をひどく踏みにじり、人民の心の中の英雄像を中傷した」と指摘した。 





































3 月 5 日、『大江南北』雑誌社と新四軍の老戦士は小説『沙家浜』を評価し分析する
座談会を開いた。 
4 月 5 日、沙家浜の人民代表、文化芸術界の人士と「沙家浜」部隊の老戦士は上海
社会科学院で小説『沙家浜』を非難する座談会を開催した。 















   
社会の各界の不満の声がだんだん強烈になったため、浙江省作家協会と『江南』雑
誌社は調整して応対せざるを得なくなった。その結果、（1）2月 19 日、24 日、28 日
および、3月 12 日に、浙江省作家協会は続けて 4回『江南』雑誌の編集長、副編集長
                                                             




383 『沙家浜戦士足跡』の作者は劉石安で、2002 年 4 月 1日に学林出版社から出版された。この本は




































                                                             
384 李存照、「小説『沙家浜』引起社会広範関注和強烈不満」、『文芸理論与批評』、2003 年、第 3期。 
385 鮑煥然、「去魅之後的“英雄人物”為何如此尷尬―中編小説『沙家浜』産生的文化語境透視」、『武
漢理工大学学報』、2003 年、第 6期。 
386 王珩、劉剛、「従様板戯『沙家浜』到小説『沙家浜』」、『鞍山師範学院学報』、2004 年、第 1期。 
387 王鴻卿、「小説『沙家浜』争議的背後」、『鞍山師範学院学報』、2004 年、第 1期。 
388 張秀英、「小説『沙家浜』与様板戯『沙家浜』比較談」、『鞍山師範学院学報』、2004 年、第 1期。 


































                                                             
390 金鑫、「従経典走向世俗―論小説『沙家浜』的大衆伝播謀略」、『鞍山師範学院学報』、2004 年、第 1
期。 
391 李暁峰、「小説『沙家浜』争鳴的再思考」、『昭烏達蒙族師専学報』、2004 年、第 2期。 
392 焦洪涛、「『沙家浜』重写中的文化衝突」、『文芸争鳴』、2011 年、第 3期。 
393 莫雲、「従小説『沙家浜』談文学創作的底線」、『武警学院学報』、2004 年、第 5期。 





















































































































































                                                             
396 1956 年 4 月 29 日、毛沢東はラテンアメリカのいくつかの国家の党代表との談話、引用。  














































































                                                             
399 汪培、陳剣雲、蘭流編集、『上海滬劇志』、上海文化出版社、1999 年、84－85 ページ、参照。 
400 文牧、「『蘆蕩火種』創作札記」、『大江南北』創刊号、1985 年 8 月 15 日。 




















































































































                                                             
403 記者馮穎、「旅游風起蘆蕩 遊客心動沙家浜」、『中国旅游報』、2009 年 9 月 18 日。原文「红色旅游
与普通意义上的旅游一样，有市场、有收入才能做到可持续发展」 
404 記者王寅、研修生の杜斐然、「『江南』登載就小説『沙家浜』的書面道歉信」、『南方週末』、2003 年














































































                                                             
405 中国国家放送映画テレビ総局。 
406 （http://www.sarft.gov.cn/）を参照、アクセス日 2012 年 12 月 28 日。 
407 「紅色精神」は、愛国主義を以て核心とする民族精神を指す。中国共産党第 17 回全国代表大会は
民族精神を、愛国主義を以て核心とし、統一して団結し、平和を愛し、勤勉で勇敢であり、自ら努力し
てたゆまない事等の具体的な精神の表れであると説明し解釈した。 
408 テレビドラマの DVD に関する情報と内容は




































                                                             
409 （http://www.sarft.gov.cn/）を参照、アクセス日 2012 年 12 月 28 日。 
410 （http://www.sarft.gov.cn/）を参照、アクセス日 2012 年 12 月 28 日。 



































                                                             
412  原文「本剧取材于上海沪剧院文牧先生执笔创作的沪剧《芦荡火种》」。 
413 張守剛、「高景文、『沙家浜』没”戯説”」、（http://cul.history.sina.com.cn/o/2006-05-







































                                                             






































                                                             
415 テレビドラマの DVD に関する情報と内容は


































                                                             
416 張守剛、「高景文、『沙家浜』没”戯説”」、（http://cul.history.sina.com.cn/o/2006-05-











































                                                             























































































































                                                             









































                                                             





































                                                             


































                                                             
426 李新、『論「紅色経典」文学中的「復仇」、山東大学博士論文、2012 年。 
427 張艶、『「紅色経典」改編中的女性形象』、四川師範大学修士論文、2008 年。 
428 楊新華、『消費主義文化語境中「紅色経典」的改編』、蘭州大学修士論文、2008 年。 
429 王春燕、「“紅色経典”研究綜述」、『海南師範大学学報』、2013 年、第 6期。張法、「“紅色経典”
改編現象読解」、『文学研究』。2005 年、第 4期。胡雯、『紅色経典改編与伝播』、西南大学、修士論文、
2012 年。趙勇、「紅色経典劇改編的困境在哪里」、『文化与詩学』、2008 年、第 1期。 
430 王彬彬、「様板戯与“紅色経典”」、『文学自由談』、2001 年、第 5期。 





































                                                             
432 路文彬、『歴史現象的現実訴求』、百花洲文芸出版社、2003 年、95 ページ。 
433 国家の文化戦略の基調。90 年代以降「多元化」の許容が文化戦略の基調となった。洪子誠著、岩


































                                                             


































『沙家浜』によって名声は全国で広く知れ渡った。1981 年 5月 10 日、省政府の許可
を得て、横涇公社は蘆蕩公社と改名した。その後公社を解体し郷に変え、蘆蕩公社は
蘆蕩郷に改名した。1992 年 3 月、江蘇省政府は常熟県の蘆蕩郷を正式に「沙家浜鎮」
                                                             




































































































































































































































                                                             































両極化などの一連の社会問題が存在しているため、70 後438、80 後、90 後、甚だしく





                                                             
437 『人民日報』、2004 年 12 月 24 日。 
438 70 後は 70 年代に生まれた人達を指す。以下の 80 後＝80 年代に生まれた人達、90 後＝90 年代に生
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